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2017年05月02日  平成28年度 事業進捗報告会「発表資料」を公開いたしました。
2017年04月20日  福島医薬品関連産業支援拠点化事業ウェブサイトを開設いたしました。
2017年07月19日 ＮＥＷ  BIOtech2017「発表資料」を公開いたしました。
2017年07月13日 ＮＥＷ  「第3回クリニカルバイオバンク研究会シンポジウム」展示ポスターを公開いたしました。
2017年07月10日  第3回クリニカルバイオバンク研究会シンポジウムの展示は7月9日終了いたしました。
2017年06月30日  BIOtechでの高木基樹教授による特別講演は6月29日終了いたしました。
2017年05月24日 募集中  ［参画企業限定］「臨床を反映した抗がん剤評価の受託解析」のご案内を掲載いたしました。……
2017年05月17日  BioPh2017「発表資料」を公開いたしました。
2017年05月11日  福島コレクション活用例を追加いたしました。
2017年05月02日  平成28年度 事業進捗報告会「発表資料」を公開いたしました。
2017年04月20日  福島医薬品関連産業支援拠点化事業ウェブサイトを開設いたしました。
2017年07月19日 ＮＥＷ  BIOtech2017「発表資料」を公開いたしました。
2017年07月13日 ＮＥＷ  「第3回クリニカルバイオバンク研究会シンポジウム」展示ポスターを公開いたしました。
2017年07月10日  第3回クリニカルバイオバンク研究会シンポジウムの展示は7月9日終了いたしました。
お知らせ一覧へ
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11/04/15 21:45東日本大震災　図説集 - 毎日ｊｐ(毎日新聞)
ページ 1/3http://mainichi.jp/select/jiken/graph/sinsai_zusetsu/22.html
毎日新聞社 ｜English ｜まいまいクラブ サイトマップ 検索  
天気 特集 フォト 動画 地域 ランキング ことば 速報 RSS
事件・事故・裁判 話題 経済 ＩＴ 海外 政治 サイエンス 気象・地震 人事・訃報 社説・解説・コラム
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平成 26年 6月からは二次検査を実施しており、対象者 2,222人のうち 1,685人（75.8%）
が受診し、そのうち 1,553人（92.2%）が二次検査を終了している。※４ 





※4 市町村別実施状況は資料 5のとおり。 
● 次回検査は一次検査基準で A1、A2の範囲内であることが確認された方(甲状腺に疾病のあ
る方を含む)。 





68人の性別は男性 31人、女性 37人であった。また、二次検査時点での年齢は 9歳から
23歳（平均年齢は 16.9±3.3歳）、腫瘍の大きさは 5.3mmから 35.6mm（平均腫瘍径は 11.1
±5.7mm）であった。 
なお、68人の先行検査の結果は、A判定が 62人（A1が 31人、A2が 31人）、B判定が 5
人であり、先行検査未受診の方が 1人であった。 
 
表 6.細胞診結果（平均年齢と平均腫瘍径の（ ）内は範囲を示す） 
ア 平成 26年度実施対象市町村 
・悪性ないし悪性疑い 51人※5 
・男性：女性      21人：30人  
・平均年齢       17.2±3.1歳（10-23歳）、震災当時 13.1±3.1歳（6-18歳） 
・平均腫瘍径      9.4±3.1㎜（5.3-17.4㎜） 
イ 平成 27年度実施対象市町村 
・悪性ないし悪性疑い 17人※5 
・男性：女性     10人：7人 
・平均年齢      15.9±3.6歳（9-21歳）、震災当時 11.1±3.3歳（5-16歳） 
  ・平均腫瘍径     16.0±8.3mm（5.7-35.6mm） 
 
ｱ ｲ ｳ (ｳ/ｲ) ｴ (ｴ/ｳ) ｵ (ｵ/ｳ) ｶ (ｶ/ｳ) ｷ (ｷ/ｶ)
189 ( 16.1)52 ( 3.3) 326 (21.0) 1,175 (75.7)合計 2,222 1,685 (75.8) 1,553 ( 92.2)
89 (17.2) 413 (79.9) 41 ( 9.9)
148 ( 19.4)
平成27年度
実施対象市町村計 917 608 (66.3) 517 ( 85.0) 15 ( 2.9)
37 ( 3.6) 237 (22.9) 762 (73.6)
平成26年度






































































































林 衛：放射線被曝情報の誤解と混乱は、なぜ生じたか？   　　 　　　　　　林 衛（hayasci@mac.com） 











































































T h e  50th  Annual C ongress  of the Japanese Society of Thyroid Surgery - - - -
S Y 3-1  ·—-
2017年10月甲状腺外科学会シン
ポジウム予稿
なとろむさんの要望に応えるためには 
①必要条件の場合，検診は有効な場合と有効で
ない場合がある。その区別をどうつけるか 
②医師がそもそも検診を勧めるために，がんの
ステージごとの5年生存率のちがいを強調して
いる。まず，医学界の中相互批判，自己点検が
必要では？ 
 4
「このように，抑制的にしているにもかかわらずアメリカ・
韓国の過剰診断論から同様に問題とする方がいる.」 
鈴木眞一：福島原発事故後の福島県小児甲状腺健診と小児
甲状腺癌 
『医学のあゆみ』2017年3月4日号特集：甲状腺疾患のすべ
てから引用
2017年10月の鈴木眞一甲状腺外科学会シンポ講
演予稿（左ページ）のポイント 
・専門家によるコンセンサスで実施 
・過剰診断抑制を重視 
この過剰診断は疫学的意味で問題となったもの。
介入比較試験はありませんが，この専門医取組を
どう評価するか，問題では？ 
Twitter上でも関連する投稿がありますので，引
用しておきます。 
https://twitter.com/nagaya2013/status/
933577694905692160 
「現行の治療基準に配慮した検査方法 
1）検出する腫瘤の大きさを制限 
2）細胞診を行う適応を制限 
3）癌の診断後も経過観察 
検診の目的は生存率の改善ではなく、術後の永続
的甲状腺ホルモンの補充やアイソトープ治療の減
少で、できる限り片葉切除にとどめ過剰治療にな
らないようにしている。」 
https://twitter.com/nagaya2013/status/
932759113007693824 
「検診有効性の議論は「早期発見により9割の患
者が全摘を避けられ機能が維持できている」こと
の評価と「検診がなければ何年後に自覚症状を得
るはずのか」「その場合、甲状腺の全摘はどのく
らい避けられるのか」の検討に包括できます。い
つまでも概念で過剰診断を言ってないで議論を落
とし込みましょう。」 
https://twitter.com/nagaya2013/status/
933585093091778560 
「早期発見による片葉切除で術後のQOLの改善
を図り、検診方法を抑制的にして過剰診断をなる
べく避けようとしています。「死亡率の改善のな
い検診問題」は折り込みでした。というか、ほと
んどが生涯無症状だという多発否定のロジックは
よほどのエビデンスがないと否定されます。」 
